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千 葉 の 里 山 再 生 を 目 指 す 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク 

活動の経緯 
 
 2015年に大多喜町で開催されたシンポジウムに、千葉県内で、里山活動を
している市民が集まったことをきっかけに、2016年、活動の中間支援組織と
して設立され、ネットワークを活用して、里山再生や林業の担い手育成など、
地域の課題解決に向けた活動に取り組む。 

竹林の竹が、京橋の和食店の装飾に 

活動の概要 
 

千葉の里山再生、獣害対策、林業の担い手育成等の活動を、各地域で実現し
ていくための環境整備や、事業プロジェクトへの支援活動。 

活動の成果、主な実績等 
 
○令和２年の台風によって被害を受けた被害木の処理と活用として、いすみ
薪ネットワークによる薪づくりのワークショップや、市原市の光の子幼稚園
に、木のジャングルジム（森のラビリンス）を設置。 
○竹の新たな活用として、竹炭（ポーラス炭）に加工して、造園業者や農地
への施用を促進、東京の屋上緑化にも利用拡大。また、国産メンマつくりを
推進し、３年度は、25tの幼竹を加工して販売。さらに、タケノコ掘り体験
に、放課後等発達支援デイサービスの子供たちを招待するなど、竹林を、交
流の場として利用。 
○地域の行政、学校との連携として、千葉県立大多喜高校での出前事業を実
施。また、千葉県ボランティア参加促進事業に、３年間採択。 

発達支援デイサービスの皆さんとタケノコ堀 


